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一般社団法人日本人間工学会第 52回理事会 議事録 

 

1.開催日：2020年 6月 12日（金) 17：00～19：15 

2.開催場所：zoomによる遠隔会議 

3.出席理事：                                   ＜敬称略＞ 

・理事会構成員(27名・定足数 14名以上)  

(理 事)：吉武良治(理事長),下村義弘(副理事長、企業活動),赤松幹之(編集), 易強(企業活動),石橋基

範(総務、倫理指針),大内啓子(財務),岡田明(企画), 加藤麻樹(若手支援)，辛島光彦（財務）,

申紅仙(若手支援), 鳥居塚崇(国際、安全、認定機構),中西美和(総務) ，福住伸一(認定機構),

藤田祐志(IEA),松田文子(広報), 山田クリス孝介(学会改革)，横井孝志(JENC)    [17名]                                                                                                                                                                                                                                                    

(理事兼支部長)：大須賀美恵子(関西)，平沢尚毅(北海道) ，松岡敏生(東海) ，村木里志(九州・沖縄)，   

村田厚生(中国・四国、第 61回大会長)，矢口博之(関東)           [6名] 

  [計：23名] 

(欠席者)：大橋智樹(東北), 河合隆史(IEA) ，水野有希(表彰)，横井郁子(学術) 

・監事：芳賀繁,八木佳子 

・第 7期理事予定者：青木洋貴，榎原毅（学会改革・倫理指針），狩川大輔, 鴻巣努，小谷賢太郎，三林

洋介，佃 五月，中川千鶴，中本和宏 

・第 7期理事兼支部長予定者：内野英治（中国・四国），久保博子（関西），本多薫（東北） 

・第 7期監事予定者：青木和夫(学術)  

・オブザーバー：堀江良典(表彰)  

・事務局：西原彩,米倉裕美 

※全員ネット会議出席者 

 

4.議事概要 

定足数 14名を超える 23名の理事の出席を得て理事会が成立したことを確認した後，定款に従い理事

長を議長として議事を進行した． 

 

 

【審議事項】 

（1）第 1号議案 2020年定時社員総会及び総会資料（案）について（理事長、総務） 

  2020 年定時社員総会での議題、及び総会資料の内容について、石橋総務理事から説明があり、承認

された。 

 

（2）第 2号議案 全国大会における講演集の呼び名・位置づけについて（村田第 61回大会長） 

 全国大会の講演集について、人間工学誌の特別号ではなく、「第〇回日本人間工学会講演集」と統一

することが村田第 61 回大会長より提案された。本件については、総務、編集委員会、広報委員会など

関連委員会を含めたタスクフォースを組んで検討する必要があるとの意見が出され、次期理事会で継続

審議することとなった。 

 

（3）第 3号議案 7tips翻訳版の IEA Pressからの発行を IEAに提案することについて（総務） 

  7tips翻訳版を IEA Pressから発行するため、国際協力委員会から IEAに依頼することについて石橋

総務理事と榎原学会改革・戦略委員長から提案があり、承認された。 

 

【報告事項】 

（1）総務報告 

（1-1）石橋総務理事より、一般社団法人日本人間工学会第 51回理事会議事録が提示され、承認された。 

(1-2)第 51 回理事会議事録案、JES 事務所の移転先、2020 年定時社員総会の開催場所、倫理指針改訂

（案）に対するコメント募集に関する計 4件のメール審議の結果報告があった． 

(1-3) 事務局の移転場所・移転時期として、下記の通り報告があった。 

 移転場所：四ツ谷（新宿区） 移転時期：2020年 7月 5日 
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（2）第 61回大会について 

村田大会長より、最終的な講演数と収支状況について説明があり、イレギュラーな形式とはなった

ものの、滞りなく処理が進んでいる旨、報告があった。 

（3）第 62回大会について 
大須賀大会長より,開催方法として「現地とオンラインの併用」と「オンラインのみ」の両方で検討し

ており、今後、ドーモ社、実行委員会（今後構成）とで具体的に検討していく旨、報告があった。現地

とオンライン併用、オンラインのみとで、参加費を差別化するか否かについても今後の検討のポイン

トとなる点、言及があった。 

 

（4）担当・委員会報告 

(4-1) 編集委員会 

赤松委員長より，学会誌の編集状況，第 61 回大会のクイックレビューの査読準備状況について報

告があった。 

(4-2) 企画担当 

岡田企画担当理事より、感染症拡大防止のため予定通り実施することができなかった 1 件の企画

（講演）について、2020 年 9 月ごろ開催することを次期の理事に申し送りしている旨、報告があ

った。 

(4-3) 倫理指針検討委員会 

石橋委員長より、これまでの倫理指針策定の経緯について説明があった。また、特に感染症拡大状

況の中での実験研究については、今後も検討していく必要がある旨報告があった。なお、この委員

会は時限付き委員会のため、次期は総務担当で引き継ぐこととなった。 

 

（5）支部報告 

(5-1) 北海道支部 

 平澤支部長（次期も留任）より活動状況の総括と今後の課題について説明があった。 

(5-2) 東北支部 

 本多次期支部長よりご挨拶があった。 

(5-3) 関東支部 

 矢口支部長（次期も留任）より活動状況の総括と今後の課題について説明があった。 

(5-4) 東海支部 

松岡支部長よりオンラインでの支部総会の開催について報告があった。 

(5-5) 関西支部 

大須賀支部長より活動状況の総括と今後の課題について説明があった。久保次期支部長よりご挨拶

があった。 

(5-6) 中国・四国支部 

内野次期支部長よりご挨拶があった。 

(5-7) 九州・沖縄支部 

   村木支部長（次期も留任）より活動状況の総括と今後の課題について説明があった。 

（6）その他 

(6-1) 新旧理事会メンバの一言コメント 

第6期の理事会メンバ及び第7期の理事会メンバから、各課題等についてコメントがあった。また、

吉武理事長からは、旧理事会メンバに感謝の意が伝えられるとともに、新理事会メンバに対して今

後の活動に対する抱負が共有された。 

(6-2) 今後の理事会日程について 

第 53回理事会については 2020年 6月 13日（土）社員総会終了後に開催される。 

（7）閉会 

以上の議事を終え，19時 15分に閉会した． 

上記の決議を明確にするため，代表理事，監事がこれに記名押印する． 
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2020年 6月 12日 

 

 代 表 理 事 吉 武  良 治㊞ 

  

 監 事 芳 賀  繁  ㊞ 

 

 監 事 八 木  佳 子㊞ 

 


